
D3。 システム制御 シンボ ジウム報告

(日本電気 )

(電 総 研 )

情報処理学会 プログラミングシンポジウム委員会(委員長 山内二郎 青山学院大教授 )に

よる恒例の夏のシンポジウムとして, `・ システム制御シンポジウム "力  ヽ8月 16日～ 8月 18

日の 3日 間,熱海市場河原の厚生年金会館会議室で開催された その模様を簡単にご報告する。

シンポジウムの出席案内nt 「 シス テムエ学の分野は,工業のみならず,ザ糊E・ 経済 0通

信システムなど,社会のあらゆる面に広がりつつあり,多 くのシステムは大規模化・複雑化の

方向にある.こ こに,主 として巨大システム .複合システムにかけるシステム制御の問題をと

りあげ,この分野の将来方向について, なんらかのイメー ジアップをしてみたい 」。 とあった

ように, テーマが相当広い意味を持つものであったため,参加者 も,情報処理分野のみでなく,

計演Ⅲl御の分野にまでまたがり,コ ンピュー タの専門家・制御理論の専門家から,DDCOブ
ロセス制御・数値制御などの実務家,経済学の専門家まで非常に変化に富んだ顔ぶれとなり,

延べ32名が出席 した

発表内容は,理論・ コンピュータ サイエンス・応用実伊い)3部門にまたがり。出席者全員

が 30分ずつの講演を行なった。        。 .ヽ ′
“

:

北森俊行氏 (東大 )は ,適応制御系として多層制御システムを捕えたとき低位層ほ ど人間の

パックアップを必要としない制御機構とすべきであり,パ ックアップであるほど rough con―

trOlて よいのだから設計パラメータを減らして行って自律系を設計していけるのではないか

と提言 した。吉川恒夫氏 (京大 )は,確率的制御過程および通応制御liL程においてDPが有効

な手段であり・ 実用の面でなお問題はあるとしても,その思考方法は有益であり, マルチレベ

ル制御論などを組み合わせて将来役立つだろうと論じ,佐藤敬氏 (日 立 )は,大規模シス テム

を分割する手法を,特にその 目的と手法の変化過程から説明し,マ ルチンベル法 も分割の仕方

によっては繰返し計算の収東速度が違って来ることや,分割目的が, 日標関数の分割 0機能レ

ベルの分割のほかに 最近の cOmputer cOntrOlの 発展により,時間スタールによる分割

もはやり出していることを指摘 した。中村嘉平氏 (名大 )は,先験情報としても時間的変動に

ついても未知なシステムの制御について,人工知能の導入 を説き,学習機能と決定機能の組み

合せとい う点で, heuri sti c learningお よび learned heuriStiCSと いつた制御の

運圧と精度の改善策を提言した。長尾真氏 (京大 )は,図形認識において特長抽出に判断機能

を何層にもとり入れて,多重フィー ドバッタループを作るべきだ と主張した

田 中   明

淵   一 博
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↓
図形入カ ー→ 前処理 ‐→

(従来)図形入力 → 前処理 ・→

局所的認識 ・→ 判断 ‐→ 大局的認識 ‐→ 判断

→)認識

実務家側からの報告として,坪井邦夫氏 (日 本鋼管)が,企業情報システムの トータル化に

当たって,階層が増えるほどプログラム変更などの相互干渉が増大するため,階層性の整理が

必要であり,そのために高速通信回線の使用と超大形コンピュータの実現を期待すると述べ
,

一方,千葉県君津に代表的な製鉄所の生産管理システムを完成させた新日鉄の野坂康雄君は,

現在稼動をしている生産管理用のデータバンタを活用して製鉄所の総合管理システムとしたい.

また 重量物のマテリアルハンドリングのために パターン認:1我 。ロボット技術などの現場実

用化のための開発が ミニコンの応用技術とともに必要だと強調 した.そ して,機械工場の無人

化について 研野和人氏 (機技研 )は,現在の ような,機械工場のネックを機械化して行 く

bottOm_up apprOach(い わゆる local optimizatiOnの 積み止げ )は , ``モ ダ

ンタイムズ"を 思い出させる.デザインもシンセシスも日本語にすれば設計だが,現状は シン

セシスにかたよりすぎてかり, システム制御の前に,人 間疎外とならないようなシステムのデ

ザインの科学がほしい と主張 した。

また 泥堂多積氏 (明電舎 )は,企業情報システムにおいて,人間活動のふれ合いや情報や

りとりが関係濃い所は c O nlputer化 し それ らのふれ合い,や りとりの関係薄いところは人

間でやらせるべきで,マネージメントは判断を主要な機能とする所なので, あまり大がかりに

cOmputer化すべきではないだろうと提言 した

コンピュ~夕 部門の人たちからの発表として,元岡達氏 (東大 )は , 駅電設暉RF、 19摯
pleX

の一例として複数台のミニコンを共通母線で結合する方式を設計したパターン認識問題におい

て,異なった認識アルゴリズムをそれぞれの ミニコンで処理させ,一方で確実な認識が得られ

たら他方の処理を打ち切る, といった応用の可能性, さらに多重プログラム方式でのオーバヘ

ッドロスをこの方式では改善できるのではないかと述べた.中原恒雄氏 (住友電工 )は , グラ

フィッタディスプレイを使った CATV網 の最適設計システムの実例について報告し, 高田勝

氏 (九大 )は,DDCの 新しいアルコリズムについての実験結果を報告するとともに  com―

puter contrOlに ついて,数理計画法をより多〈便 つべきであり,事実システム特性 の多

くについて局所的に線形化できるはずだ と主張 した.

穂坂衛氏 (東大 )は,東京証券取引所の立合の様子をみて。 その opticalな 多重並列の情

報伝達方式 (両手を使った )の完全さに驚き。その computer化 に疑間を持つ とともに,人

間活動の場面とcomputer機能の間のインタフェイスの弱さを指摘 した 大野豊氏 (鉄研 )

は,基本ダイヤ改正というシステムレベルアップが2年余 りかかっていることその間に環境条

件が変わってしま つことを例にとって,シス テムデザインとシステムライアの問題を説明した
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コンピュータソフ トウエアの面では,西村真一郎氏 (富士通ファコム )が, コンピュータプロ

グラムの システムは,多種少量生産の見本みたいなものであり,現在の ジェネレーウЪ ンの仕

方は,前の人の通った後で,前の人が犯した悪い ことの罰金を払い元に直して行〈ために前金

(initial set)を 払っているようなもので, このむだを改善すべ きだと主張 し,高橋秀俊

氏 (東大 )は,OSは 切替えよりなるべ〈さし替え部分(user coding部 分は一例 )を 多〈

すべきである。一般にはパ ラメータ変更などの切替えが多 〈, 一見万能性を誇っているようだ

がかえって不要のものまでぶ ら下かっていて不使である, と主張 した.

制御用のソフ トウエアシステムとして,制御用プログラム言語の特長ゃ標準化の動向が田崎

達也氏 (日電 )か ら, シータンス制御用プログラムの自動作成システムがデータス トラタチャ

の観点か ら松本吉弘氏 (東芝 )に よって,それぞれ報告された.プ ログラム開発や一般の情報

処理サー ビスに重要な役割を果たす コンピュータネットワークシステムのシ ミュレーションに

ついて, 有名なA RPAシス テムと若干メッセー‐ジのルーーチングの考え方を変えたシステムの

例を勅使河原可海氏 (日 電 )が報告 した.ま た 生産・物流・交通システムにおり るスタジュ

ー リング問題 を,新 しい観点から三森定道氏 (日 立 )が解説 した

経済学専攻 の立場から, 飯尾歿氏 (桃山学院大 )は,商品売買システムをシステム制御論か

ら解説し,将来国民経済の決定過程分析に適応制御手法や自己組織系の理論が適用されるか も

しれぬ と示唆した.志水清孝氏(慶大 )は,大学 にかける学部構成や人事計画,研究費配分な

どのシス テムの最適化を,設備費・人件費などのコス ト要因を含めた形で数式化し, 吉沢1疹 治

氏 (東大 )は,生物または物質の集まった系ハ その中での相互作用によって種の p opulat一

lonが 変化 したり集団に分化して行く過程を, popul ation大 =優性 といつ仮定のもとに

初期 分布によってその過程か変わって行く様子を紹介した。新 しい手法の紹介として,パ ター

ン計量の考えに近い fuzzy積 分か菅野道夫氏 (東工大 )か ら, エントロピーによる交通ネッ

トワータの評価法が横丼健志氏 (ト ヨタ自工 )か ら,それぞれ紹介された.

このほか,システム制御の 実例として,宮崎誠一氏 (千代田化工 ),小池基氏 (東京ガス )

宇和川澄氏 (東燃 )らから化学工場の DDCほ かが報告された.

出席者は,各人の主張点をメモに作成しておき,約 30分ずつこれを発表したハ 約 30分と

いう持時間が熱心な討論のために しばしば大き〈オーバし,第 1夜は夜 10時過ぎまで発表討

論が続いた。

システム制御とい つ莫としているよつで独特のよつな, 中心かないよつで大きな共通意識 0

共通技術を持つ対象を,それぞれ専門分野の違う人たちが集って発表 し,討論して行 くには,

30分 とい つ持時間は少し短す ぎたようである.ただ,全〈違った専門の人たちが,お 互ヽいの

approachの 仕方,認識の仕方を知って, 参考とし, 今後の発展のために か互いになんら

かの助りになり合えるのではないかと期待される。

―-157-―



タ   ィ   ト   ル 講 演 者 所   属 座   長

適応制御と完全自動システム

システム制御実施計画上の問題点

製鉄業に於ける計算機システム

無人化工場と人間システム

北森 俊行

坪井 邦夫

野坂 康雄

研野 和人

東大・計数

日本鋼管

新 日本製鉄

機技伊

穂坂  衛

(東 大 )

離散時間型確率系の最適制御

大規模システムの分割手法について

システム制御におけるスタジュ~リ ング問題

石油精製装置の計算機制御に関する諸問題

大 きなシステムに対する小さなアプロー チ

吉川 恒夫

佐藤  敬

三森 定道

宇和川 澄

泥堂 多積

京大 0植木研

日立・中研

日立・中研

東亜燃料

明電舎

北森 俊行

(東 大)

Fuzz y積 分について

エントロピ~を評価とする離散的ネットワークと
システム理論の研究

グループの成長過程と形態形成

菅野 道夫

横井 健志

吉沢 膠治

東工大・制御

トヨタ自動車

東大・南雲研

中村 嘉平

(名 大)

元岡  達

(東 大)

知能制御への道

コンピュ~タ ネットワータとそのシミュレーション

パターン認識のシステムとシステムにおける
パターン認識

中村 嘉平

勅使河原可海

長尾  真

名大・自動制御

日本電気

京大・坂井研

ソフトゥェアシステム作りの哲学

制御用言語の現状

工業プロセスのシ~ケンス制御におけるプログラム

の自動作成

COmputer iComplex 元岡  達

高橋 秀俊

田崎 達也

松本 吉弘

東大・電気

東大

日本電気

東芝
大野  豊

(鉄 研)

CO〕田lpu ter ・Aided Design

DDCの アルゴ リズム

ミニコンピュータによるDDCシステム

ガス事業にかける生産供給制御

中原 恒雄

高田  勝
′
ヨl奇  誠一

小池  基

住友電工

九大・生産機械

千代田化工

東京ガス

研野 和人

(機技研)

大規模実時間システムのman― machi ne
interfaceの 経験と問題点

鉄道の現状と今後の問題
(計画会議のコンピュ~夕 化 リ

経済組織と制御

閉じたシステム(廃乗物処理 )に ついて

大学の教育・研究システムの最適化について

大野  豊

飯尾  要

西村真一郎

志水 清孝

穂坂  衛 東大・宇宙航空研

鉄道技研

桃山学院大

富士通ファコム

慶大・計測

高田  勝

(九 大)
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